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足羽川河川激甚災害対策特別緊急事業

足 羽 川 復 旧 報 告 会

平成２０年４月１５日
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１．足羽川洪水災害調査対策検討会
の提言に対する対応状況

（委員名：検討会開催当時）

◇審議経緯

◇検討項目

再発防止の方向性の検討再発防止の方向性の検討

治水対策の方向性 危機管理対策

福井豪雨の実態把握福井豪雨の実態把握

足羽川の現状 気象特性

破堤要因洪水特性

危機管理体制

Ⅰ．当時の検討内容

中角

天神橋

深谷

九頭竜川流域面積：2,930ｋｍ２

足羽川流域面積 ： 416ｋｍ２

◇足羽川の現状（地形特性）
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◇足羽川の現状（基幹河川改修計画 0.0～4.5k）

河床掘削

足羽川
荒川

日野川

JR 

工事完成橋梁

工事未完橋梁掘 削

河川区域

（ 旧足羽川 ）

掘削

◇足羽川の現状（当時の流下能力 0.0～13.4ｋ）
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◇福井豪雨の概要

木田

春日みのり

足羽

浸水区域

若杉

平成１６年７月１８日

＜福井市の被害状況＞
春日地区の破堤 １３時２０分頃

床上浸水 ２，５１４世帯
床下浸水 ８，６７３世帯

平成１６年７月１８日

＜福井市の被害状況＞
春日地区の破堤 １３時２０分頃

床上浸水 ２，５１４世帯
床下浸水 ８，６７３世帯

【 春日地区の破堤状況 】

【 春日地区の浸水状況 】

◇気象特性（福井豪雨の特徴）

福井豪雨
228.9mm
(1/1000)

【 天神橋地点上流域２日雨量 】

福井豪雨
268.8mm
(1/25)

【 天神橋地点上流域６時間雨量 】

福井豪雨
87mm/hr

【 年最大１時間雨量の比較 】

【 等雨量線図 】

足羽川流域
（天神橋上流域）
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河道改修区間

◇洪水特性（再現水位 0.0～7.0k）

現行ＨＷＬ

再現水位

◇破堤要因（進行状況の推定）

護岸

護岸

浸潤域

護岸

浸潤域

護岸

浸潤域

計画高水位到達（10:30頃）
河川内水位が急上昇して
ＨＷＬに達する

計画高水位到達（10:30頃）
河川内水位が急上昇して
ＨＷＬに達する

越水開始（12:15頃）
越水が開始する

越水開始（12:15頃）
越水が開始する

破堤時（13:35～13:45頃）
破堤区間上・下流端で天端
裏のり肩から浸食が進む

破堤時（13:35～13:45頃）
破堤区間上・下流端で天端
裏のり肩から浸食が進む

河川水流入（14:30頃）
高水護岸の裏まで洗掘が進
み倒壊する

河川水流入（14:30頃）
高水護岸の裏まで洗掘が進
み倒壊する
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自宅が被害を受けるという
不安はそれほど感じなかっ

た
31%

自宅が被害を受けるのでは
ないかと、多少不安だった

28%

自宅が被害を受けるのでは
ないかと非常に不安だった

21%

自宅が被害を受けるという
不安は全くなかった

20%

まさか川が氾濫するとは
思っていなかった

66%

もしかしたら川が氾濫す
るかもしれないと思ってい

た
24%

その他
0%

川が氾濫する危険性は高
いと思っていた

10%

◇危機管理（住民調査結果）

水害が起こる前に聞いた

34%

水害が起こった直後に聞いた

27%

まったく聞かなかった

17%

その他

1%

水害が起こってかなり後になっ

て避難勧告が出ていたことを聞

いた

21%

知っていた
36%

知らなかった
64%

【全体】６割が「まさか川が氾濫する
とは思っていなかった

18日の午前中も半数が

「不安は感じなかった」

大雨・洪水警報は、
６割強が知らなかった

避難勧告・指示も、
６割強が知らなかった

防 災 意 識防 災 意 識 必要な情報の迅速
かつ確実な伝達

必要な情報の迅速
かつ確実な伝達

Ⅱ．提言内容及び対応

◇提言（再度災害防止に向けた基本方針）

河道改修気象予報・洪水予報

河床掘削、橋梁架替
河道内流況の改善

堤防強化

破堤箇所の復旧
特殊堤を含む破堤箇所以外の堤防強化

気象予報の精度向上
洪水予報の実施と効果的運用

水位・流量観測の充実

関係機関相互の情報交換・共有
住民への情報の伝達（災害時、平常時）

情報の収集、伝達

再度災害防止
に向けて

ソ
フ
ト
整
備

ハ
ー
ド
整
備

（治水対策の方向性）（危機管理対策）
河川管理 桜堤の取り扱い

河 道 改 修

① 河 床 掘 削
② 橋 梁 架 替
③ 河道内流況の改善

◇対応① 河床掘削（日野川合流点～板垣橋）

木田橋

新明里橋

板垣橋

幸橋

H20年度完成予定
（木田橋付近）

河床掘削区間
L=6.0km

泉橋

◇対応① 河床掘削

平均約２ｍ河床を
掘り下げる

河床掘削により、現況流下能力1300m3/sに
対し、計画高水流量1800m3/sの流下能力を
確保することができる

河床掘削により、現況流下能力1300m3/sに
対し、計画高水流量1800m3/sの流下能力を
確保することができる

【 掘削断面図 】
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◇対応① 河床掘削

【 平成１６年１１月 着工前 】

【 平成１８年９月 完成 】

花月橋下流

◇対応② 橋梁架替

新明里橋

板垣橋

木田橋

(H20年度完成予定)

泉橋

(H20年度完成予定)

幸橋(供用開始)

福井豪雨以前に

架替済橋梁

JR橋(H18年度旧橋撤去)

桜橋

大瀬橋

◇対応② 橋梁架替

旧
幸
橋

新
幸
橋

泉
橋

新
Ｊ
Ｒ
橋

旧
Ｊ
Ｒ
橋

木
田
橋

Ｈ１６

福井豪雨

Ｈ１６

福井豪雨

Ｈ２０

出水期

Ｈ２０

出水期

【 橋脚及び仮設工の設置状況 】

完成時には水色の
橋脚だけとなる

ＪＲ橋

新明里橋

板垣橋

幸橋

法線是正区間

◇対応③ 河道内流況の改善

荒川

Ｈ20年度
完成予定

Ｈ20年度
完成予定

法線是正区間

◇対応③ 河道内流況の改善

板垣橋

木田橋

ＪＲ橋

入る箇所

出る箇所

凡 例
【 低水路の法線是正 】

荒川

合流点

◇対応③ 河道内流況の改善

荒川合流点から上流

【 法線是正 工事中 】【 法線是正 着工前 】
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◇対応③ 河道内流況の改善

1,800m3/s流下時1,800m3/s流下時法線是正前

法線是正後

破堤箇所

破堤箇所

【 流速コンター・ベクトル図 】

堤 防 強 化

① 破堤箇所の復旧
② 特殊堤を含む破堤箇所

以外の堤防強化

新明里橋

板垣橋

破堤箇所

◇対応① 破堤箇所の復旧

幸橋

木田橋

◇対応① 破堤箇所の復旧

平成１６年７月 被害

本復旧完成 応急復旧

【 春日地区の状況 】

◇対応① 破堤箇所の復旧

１．良好な土砂で築堤
２．アスファルト舗装の設置 （浸透対策）
３．覆土型高水護岸の設置 （浸食対策）

１．良好な土砂で築堤
２．アスファルト舗装の設置 （浸透対策）
３．覆土型高水護岸の設置 （浸食対策）

【 本復旧断面図 】

【 施工管理状況 】

盛土材の土質試験や
解析を行い、適切な締
固め密度（90％）で施
工を実施した

◇対応② 破堤箇所以外の堤防強化

堤防全区間の安全性について、ボーリング調査と電気探査調査
を実施し、安全性の低い区間について堤防強化を計画した

堤防全区間の安全性について、ボーリング調査と電気探査調査
を実施し、安全性の低い区間について堤防強化を計画した

【 電気探査調査図 】【 ボーリング調査 】
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新明里橋

板垣橋

桜橋

堤防強化区間

◇対応② 堤防の強化

堤防強化区間

Ｈ20年度
完成予定

木田橋

JR橋

Ｈ20年度
完成予定

◇対応② 堤防の強化

１．ドレーン工、堤脚保護の設置（浸透対策）

２．アスファルト舗装の設置（浸透対策）

３．覆土型高水護岸工の設置（浸食対策）

１．ドレーン工、堤脚保護の設置（浸透対策）

２．アスファルト舗装の設置（浸透対策）

３．覆土型高水護岸工の設置（浸食対策）

【 堤防強化断面図 】

◇対応② 堤防の強化

平成１８年７月 ドレーン工（完成）

平成１８年５月 高水護岸工（工事中）

【 勝見地区の状況 】

平成１８年７月 天端舗装（完成）

新明里橋

板垣橋

◇対応② 特殊堤の強化

幸橋

特殊堤区間

Ｈ20年度
完成予定

JR橋

木田橋

写真

◇対応② 特殊堤の強化

１．構造物の健全性の評価

２．堤体基礎地盤の把握
３．構造体の安全照査
４．対策方針の策定

１．構造物の健全性の評価

２．堤体基礎地盤の把握
３．構造体の安全照査
４．対策方針の策定 【 特殊堤断面図 】

豊島地区

【 平成１９年７月 完成 】【 平成１６年７月 着工前 】

◇対応② 特殊堤の強化
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気象予報・洪水予報

① 気象予報の精度向上
② 洪水予報の実施と効果的運用
③ 水位・流量観測の充実

１.足羽川他４河川で洪水
予報を実施

２.気象庁における対応
スーパーコンピューター
を更新して、数値予報モ
デルの改善を行った

１.足羽川他４河川で洪水
予報を実施

２.気象庁における対応
スーパーコンピューター
を更新して、数値予報モ
デルの改善を行った

【 洪水予報実施状況 】

◇対応①･② 洪水予報の実施と気象予報の
精度向上

◇対応② 洪水予報の実施と効果的運用

【 洪水予報イメージ図 】

◇対応③ 水位・流量観測の充実

水位計を７箇所増設済み
今後５箇所増設予定

水位計を７箇所増設済み
今後５箇所増設予定

【 水位計の設置状況 】

情報収集、伝達

① 関係機関相互の情報交換・共有
② 住民への情報の伝達

（災害時、平常時）

◇対応① 関係機関が有する情報を迅速に交換、
共有する

【 河川・砂防総合情報システム 】

１．水防警報の発令権限を土木所長に移譲

２．福井県河川・砂防総合情報システムを
市町が専用回線で見られるようにした

１．水防警報の発令権限を土木所長に移譲

２．福井県河川・砂防総合情報システムを
市町が専用回線で見られるようにした
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【 監視カメラの設置状況 】

１．河川監視カメラの設置１．河川監視カメラの設置

◇対応① 災害時に必要とされる情報を的確に
収集する

◇対応② 重要な情報は、関係機関内で確実に
伝わるようにする

１．住民への携帯メール通報システムの構築１．住民への携帯メール通報システムの構築

【 河川・砂防総合情報システム 】

◇対応② 地域住民の自助、共助により地域の
防災力を高める

１．危険度に応じて着色した量水標を設置

２．住民にわかりやすい防災用語へ改善

１．危険度に応じて着色した量水標を設置

２．住民にわかりやすい防災用語へ改善

【 量水標の設置例（笙の川） 】

３．浸水想定区域図の作成

４．洪水ハザードマップの支援

３．浸水想定区域図の作成

４．洪水ハザードマップの支援

【 洪水ハザードマップ 】

◇対応② 地域住民の自助、共助により地域の
防災力を高める

【 降雨体験会 】

５．現場見学会の実施 （計５回）

６．出前講座の実施 （計２回）

５．現場見学会の実施 （計５回）

６．出前講座の実施 （計２回）

【 現場見学会 】

◇対応② 地域住民の自助、共助により地域の
防災力を高める

７．災害ボランティア講師の派遣
講師派遣 ２３回

受講者数 ２，１０８人

８．災害ボランティア養成研修の実施
リーダー編参加者 ４６人

スタッフ編参加者 １０６人

７．災害ボランティア講師の派遣
講師派遣 ２３回

受講者数 ２，１０８人

８．災害ボランティア養成研修の実施
リーダー編参加者 ４６人

スタッフ編参加者 １０６人

◇対応② 地域住民の自助、共助により地域の
防災力を高める
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◇福井県地域防災計画の修正(１)

１．市町の避難勧告等の情報を県が迅速に把握

・災害情報インターネットシステムの再構築

２．災害時に通信途絶地域への通信手段の確保

・全市町、消防に衛星携帯電話を配備

３．防災関係機関の連帯強化

・関係機関が県の災害対策連絡室会議等に参加

１．防災情報の県民への提供

・防災情報の県民向けメール配信

２．避難勧告等の基準の明確化

・市町が発令する避難情報の基準等を整備

関係機関における情報の収集、交換

災害時における住民への情報提供

◇福井県地域防災計画の修正(２)

１．住民の早期避難

・市町に避難準備情報の活用を図るよう指導

２．防災資機材の適正配備

・県及び水防団体による防災資機材の適正配備

３．水位情報収集の強化と洪水予報の整備

１．災害ボランティア活動の支援

・「福井県災害ボランティア活動推進条例」の施行

２．防災意識の啓発

・災害時の基礎知識等のメールマガジン配信の開始

防災体制の強化

平常時における住民への情報提供

河 川 管 理

・ 堤防の管理
・ 河床の維持管理
・ 河道内の樹木管理
・ 許可工作物の点検
・ ポンプ排水操作の調整
・ 工事期間中の治水等の管理

堤防の管理 １．県内一斉堤防点検の実施

２．目視 によるパトロール実施

１．県内一斉堤防点検の実施

２．目視 によるパトロール実施

河床の維持管理 １．定期的にパトロール実施

２．浚渫の実施

１．定期的にパトロール実施

２．浚渫の実施

河道内の樹木管理 １．伐採除根の実施１．伐採除根の実施

許可工作物の点検 １．定期的パトロールの実施

２．占用者への指導

１．定期的パトロールの実施

２．占用者への指導

１．外水氾濫の危険性の解消、軽減

２．最適なポンプ操作の指導

１．外水氾濫の危険性の解消、軽減

２．最適なポンプ操作の指導ポンプ排水操作の調整

◇対応 堤防の管理～ポンプ排水操作の調整

◇福井市による対応

１．正確でわかりやすい情報を迅速に知らせる

情報システムの整備

・屋外拡声器による防災情報管制システム

（モーターサイレン付き同報無線屋外拡声局を７０基新設）

・携帯電話のメールとサイトで防災情報を配信

・ホームページによる災害情報の提供

１．組織の結成、育成の支援等行政と住民との連帯強化

・自主防災組織の結成率１００％の呼びかけ

２．地域防災活動の拠点整備

・高床式の防災備蓄倉庫４７棟を建設

３．洪水や土砂災害に関する情報地図や冊子の提供

・洪水避難地図、わが家の防災ハンドブックの全戸配布

情報システムの確立

自主的な防災活動、避難体制の強化

◇対応 工事期間中の治水等の管理

１．橋梁架替にあたり、仮設時の流量等

を考慮して安全を確保

２．出水期間の避難路の確保

３．工事中の監視カメラの設置

４．出水期間中の堤防定規断面内の掘

削中止

１．橋梁架替にあたり、仮設時の流量等

を考慮して安全を確保

２．出水期間の避難路の確保

３．工事中の監視カメラの設置

４．出水期間中の堤防定規断面内の掘

削中止
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２．足羽川河川環境整備検討会
の提言に対する対応状況

（委員名：検討会開催当時）

◇審議経緯

自然環境の保全自然環境の保全

既往自然環境の保全 塩水遡上の可能性

桜堤の保全・再生桜堤の保全・再生

堤防の質的強化と
桜堤の保全

桜の寿命

水辺空間利用水辺空間利用

親水空間と市街地
との一体的な整備

景 観

舟運の復活などの
地域振興

◇検討項目

Ⅰ．当時の検討内容

大
瀬
橋

新
明
里
橋

花
月
橋

桜
橋

幸
橋

泉
橋木

田
橋

板
垣
橋

◇自然環境の保全
（水際・水域環境の保全方策）

水制工の設置

早期復元の促進
・河床掘削表土の利用

塩水遡上対策
の不要

浅瀬環境の形成

自然なワンド
の形成

自然的な低水護岸
・石材、木材、植生等

現 況
ｵｷﾞ草地 ﾔﾅｷﾞﾞ

水際
湿地性植物、ﾔﾅｷﾞ、河畔林等
の生育場 

ｵｲｶﾜ、ｱﾌﾞﾗﾊﾔ（瀬） ｺｲ、ﾌﾅ（淵） 

ｶﾓ類 ｻｷﾞ類 

ｼｷﾞ、ﾁﾄﾞﾘ類 

ｵｷﾞ草地 
ｶﾔﾈｽﾞﾐ、ｵｵﾖｼｷﾘの繁殖地 

浅場 
小型魚類や稚魚の生息場、ｻｷﾞ類・
水鳥の休憩地、餌場 

施工後 

ｵｲｶﾜ、ｱﾌﾞﾗﾊﾔ（瀬） ｺｲ、ﾌﾅ（淵） 

ｵｷﾞ草地等の在来植
生の早期復元 

埋土種子等
湿地性植物の早期回復 
ﾔﾅｷﾞ河畔林の再生 

低水護岸
多自然型工法による水際
の多様化、多孔質化 

自然の営力による土砂堆積、州の形成
湿地性植物の早期回復、ﾔﾅｷﾞ河畔林の再
生、小型魚類や稚魚等の生息場の再生 

ｶﾓ類 ｻｷﾞ類 

ｼｷﾞ、ﾁﾄﾞﾘ類 

瀬や淵の存続 
(瀬)ｵｲｶﾜ、ｱﾌﾞﾗﾊﾔ等の生息場の維持
(淵)ｺｲ、ﾌﾅ等の生息場の維持 

 

◇自然環境の保全
（高水敷等での自然環境の保全方策）

施工後

現 況
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◇桜堤の保全・再生
桜堤堤防案

多様な桜堤 多層な桜堤

◇水辺空間利用

四季を楽しむふれあいゾーン

水辺の体験ゾーン

歴史・文化を感じる憩いの水辺ゾーン

Ⅱ．提言内容及び対応

◇対応① 自然環境の保全方策

１．みお筋の設置

みお筋を設け、流量の

少ないときでも水深を

確保した

１．みお筋の設置

みお筋を設け、流量の

少ないときでも水深を

確保した

【 みお筋断面図 】

◇対応① 自然環境の保全方策

２．水際の多孔質な護岸

水際に捨石を設置し、

多孔質な空間をつくった

２．水際の多孔質な護岸

水際に捨石を設置し、

多孔質な空間をつくった

【 捨石護岸断面図 】

◇対応① 自然環境の保全方策

福井新聞

（Ｈ１９．８．２８）

多孔質護岸
に関する新聞記事

多孔質護岸
に関する新聞記事
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◇対応① 自然環境の保全方策

３．自然的な低水護岸

緩傾斜護岸の覆土に川砂利を

利用して多自然化を図った

３．自然的な低水護岸

緩傾斜護岸の覆土に川砂利を

利用して多自然化を図った

【 緩傾斜覆土型護岸 】

◇対応① 自然環境の保全方策

【 覆土前 】 【 覆土後 】

４．覆土による在来種の早期緑化

護岸の表面を発生土で覆土し、

植生の定着化を図った

４．覆土による在来種の早期緑化

護岸の表面を発生土で覆土し、

植生の定着化を図った

◇対応① 自然環境の保全方策

５．工事中の貴重植物の保全や

鳥類に配慮した段階的な中州の撤去

「タコノアシ」等の希少植物を守る

ため、工事区間の個体を移植し、

工事完了時後に戻す

５．工事中の貴重植物の保全や

鳥類に配慮した段階的な中州の撤去

「タコノアシ」等の希少植物を守る

ため、工事区間の個体を移植し、

工事完了時後に戻す

【 タコノアシ 】

◇対応② 塩水遡上評価と必要に応じた対策

【 塩水遡上評価 】

１．魚類生息環境は、淡水・塩水に

生活環境を依存している

２．生息場の選考性等により、魚類

は塩水の影響を受けない上流へ

逸散が可能である

塩水遡上対策を講じる必要はない

１．魚類生息環境は、淡水・塩水に

生活環境を依存している

２．生息場の選考性等により、魚類

は塩水の影響を受けない上流へ

逸散が可能である

塩水遡上対策を講じる必要はない

幸橋

桜橋

九十九橋

花月橋

新明里橋

泉橋

◇対応③ 水辺空間整備のための利活用方策

＜基本方針＞

◎ 河川本来の姿である川原が広がる

雄大な河川環境を活かした空間づ

くりを目指す

◎ 水辺や高水敷でのレクリェーション

利用やイベント利用に配慮して、

できるだけ自由に使える空間づくり

を目指す

＜基本方針＞

◎ 河川本来の姿である川原が広がる

雄大な河川環境を活かした空間づ

くりを目指す

◎ 水辺や高水敷でのレクリェーション

利用やイベント利用に配慮して、

できるだけ自由に使える空間づくり

を目指す

【 全体計画図（下流） 】

泉橋

ＪＲ橋

木田橋

板垣橋

◇対応③ 水辺空間整備のための利活用方策

【 全体計画図（上流） 】
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花月橋上流左岸のイメージ

◇対応③ 水辺空間整備のための利活用方策

法面を利用した
ベンチ

遊歩道の整備
芝生主体の

高水敷

親水階段の
設置

水辺への
アクセス道の整備

◇対応③ 水辺空間整備のための利活用方策

工事用道路の遊歩道利用

工事用道路の有効利用

足羽川を眺めながらジョギング

やサイクリングができる遊歩道

として利用する。

工事用道路の有効利用

足羽川を眺めながらジョギング

やサイクリングができる遊歩道

として利用する。

【 工事用道路 （花月橋上流） 】

Ⅲ．足羽川の桜づつみについて

◇計画検討の経緯

（合意形成手法）

地元説明会
ワークショップ

地元説明会
ワークショップ

地元住民の意見把握
地元住民と一般市民

との意見調整

足羽川桜づつみ協議会足羽川桜づつみ協議会

アンケート調査
フォーラム

アンケート調査
フォーラム

一般市民の意見把握

試 験 施 工試 験 施 工

植栽イメージの把握

堤防定規外への移植（トンネル状案・一列植栽案）
多様性・多層性植栽の提案

足羽川河川環境整備検討会足羽川河川環境整備検討会

◇計画検討の経緯

●道路を狭めない

●景観の変化を緩和させる

（川表の桜段階的撤去）

●擁壁をできる限り低くする
（スペースの関係で移植は困難）

●擁壁を目線まで下げる

検討会提言

を受けた案

住民意見を

取入れた（１）

住民意見を

取入れた（２）

最終案

＜沿川住民＞

★道路幅の減少には

絶対反対

★高い擁壁は圧迫感が

あり反対

＜一般市民＞

★現況の桜並木の保存

★桜トンネルを強く望む

＜桜づつみ協議会＞

★高い擁壁による

圧迫感の軽減

＜沿川住民＞

ワークショップ

★高い擁壁による

圧迫感の軽減

移植案 新植案

移植案 新植案

新植案 (将来)

多様性案 (将来)

◇桜堤工事の試験施工

- 1
: 2
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1
:
0
.
5
-

約
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移植木
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ｍ
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◇足羽川フォーラム

講演状況

意見交換

◇ワークショップ

現場視察

意見交換会

ソメイヨシノ系を中心に
多品種の桜を植栽

枯れたものから段階的に撤去

擁壁高さを低く
地被植栽で圧迫感軽減

◇計画検討の経緯

現道路の幅員を確保

足羽川桜づつみ協議会

堤防上からの景観

（植栽10年後）

◇景観イメージ （足羽川桜づつみ協議会最終案）

堤防下からの景観

（植栽10年後）

新明里橋

板垣橋

桜橋

木田橋

JR橋

◇桜堤の工事実施状況

既存

桜並木

堤防強化区間

Ｈ20年度
完成予定

堤防強化区間

Ｈ20年度
完成予定

◇桜堤の工事実施状況

１．ドレーン工、堤脚保護の設置（浸透対策）・・石積擁壁（景観への配慮）

２．アスファルト舗装の設置（浸透対策）・・・・・・着色舗装（景観への配慮）

３．覆土型高水護岸工の設置（浸食対策）・・・・隙間の有る護岸（既存桜の保全）

１．ドレーン工、堤脚保護の設置（浸透対策）・・石積擁壁（景観への配慮）

２．アスファルト舗装の設置（浸透対策）・・・・・・着色舗装（景観への配慮）

３．覆土型高水護岸工の設置（浸食対策）・・・・隙間の有る護岸（既存桜の保全）

【 桜堤断面図 】

毛矢地区 左内地区

【 平成２０年３月 工事中状況 】 【 平成２０年３月 工事中状況 】

ドレーン工 高水護岸工

◇桜堤の工事実施状況
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◇桜堤の維持管理

市民組織発足の機運
（福井桜守の会）

市民組織発足の機運
（福井桜守の会）

今後の維持管理
体制づくり （例）

・植樹基金の募金
・川の清掃
・パトロールによる病気チェック
・ホームページ開設

◇撤去した桜の有効利用

ﾌｪﾆｯｸｽﾊﾟｰｸ

日野川桜づつみごっつおさん亭

１．公共施設や一般

公募先へ移植

１．公共施設や一般

公募先へ移植

◇撤去した桜の有効利用

朝市のテーブル製作

「さくらのおはし」 福井商工会議所青年部

２．引き取り先の一般公募
・記念の「さくらのおはし」
・住民グループによる朝市のテーブル
・伝統演劇の拍子木や舞台装置
・ハンカチやスカーフの桜染め
・まきやキノコの原木

２．引き取り先の一般公募
・記念の「さくらのおはし」
・住民グループによる朝市のテーブル
・伝統演劇の拍子木や舞台装置
・ハンカチやスカーフの桜染め
・まきやキノコの原木

◇撤去した桜の有効利用

福井新聞

（Ｈ２０．２．１７）

移植や一般公募
に関する新聞記事

移植や一般公募
に関する新聞記事

◇撤去した桜の有効利用

３．温暖化防止

研究に活用

３．温暖化防止

研究に活用

福井新聞

（Ｈ２０．１．９）

ＣＯ２固定量調査
に関する新聞記事

ＣＯ２固定量調査
に関する新聞記事

Ⅳ． 激特事業における配慮事項
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◇環境への配慮

CO2の削減CO2の削減 発生土の鉄道輸送
（モーダルシフト）

【 ＪＲ運搬 貨物車へ積込み状況 】

河道内積込

トラック運搬

◇環境への配慮

福井新聞

（Ｈ１９．１．６）

モーダルシフト
に関する新聞記事

モーダルシフト
に関する新聞記事

◇コスト縮減

コスト縮減コスト縮減 陸上掘削工法に見直し
発生土の搬出先の変更

【 平成１８年６月 陸上掘削状況 】

新明里橋付近

◇自然環境への配慮

掘削工事により生じる河床

の段差解消のため、仮設

魚道を設置する

【 仮設魚道設置状況 】

工事中の魚道
への配慮

工事中の魚道
への配慮

◇各種広報活動

１．激特ニュースの発行
２．現場見学会の開催
３．イベントブース出展

１．激特ニュースの発行
２．現場見学会の開催
３．イベントブース出展

Ⅴ．追加事項
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・河床掘削による水面が遠くなった
・夏場等流量が少ない時期がある

・河床掘削による水面が遠くなった
・夏場等流量が少ない時期がある

堰の設置による水面利用の向上、潤いの創出

花月橋
九十九橋

桜橋

堰検討位置 水面創出の検討範囲

◇堰の設置（水面創出による利用の向上） ◇水面確保イメージ（九十九橋～桜橋）

【 仮橋の状況（Ｈ２０．４） 】

◇高水敷をつなぐルートの整備
（荒川合流点への橋梁設置）

足羽川河川激甚災害対策特別緊急事業

足 羽 川 復 旧 報 告 会

平成２０年４月１５日

荒川H.W.L沈下橋

荒川水門

沈下橋

荒川
H.H.W.L

荒川水門

ポンプ
排水

自己流

ケース１
足羽川の水位が低く、荒川水
門が開いている場合は、荒川
の自己流H.W.Lより沈下橋の

桁下が高いので安全

ケース２
足羽川の水位が高くなると、
荒川水門が閉じ、沈下橋は水
没するが、沈下橋自体は荒川
の自己流の影響は受けない

◇橋梁設置による荒川洪水時の影響
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洪水予報の
伝達ルート

福井県土木部河川課

共

同

発

表

福井県警察本部

ＪＲ西日本㈱金沢支社

北陸電力㈱福井制御所

えちぜん鉄道㈱

京福バス㈱

㈱福井新聞社

ＮＨＫ福井放送局

福井テレビ㈱

福井エフエム放送㈱

福井放送㈱

日刊県民福井㈱

朝日新聞福井総局

中日新聞福井支社

※西日本電信電話㈱
または

※東日本電信電話㈱

関係市町

国土交通省
近畿地方整備局

福井河川国道事務所

福井鉄道㈱

福井地方気象台

福井県危機対策・防災課

土木事務所

関係消防組合
消防本部

(福井市は福井市
消防局）

報道・通信機関

公共交通機関

◇対応① 河床掘削

二次掘削により低水路の一部を

掘削した区間（H18.7）

二次掘削
H18.7までの掘削範囲

二次掘削
H18.7までの掘削範囲

平均２mの河床の掘り下げ

【 平面図 】

【 横断図 】

平成１８年７月１８日～１９日
に発生した洪水に対して、河
床掘削による水位低下効果
を確認した

平成１８年７月１８日～１９日
に発生した洪水に対して、河
床掘削による水位低下効果
を確認した

◇対応① 河床掘削
水位計算結果から洪水時の
水位低減が確認された

水位計算結果から洪水時の
水位低減が確認された

現況河道

掘削前河道

H18.7.18の再現水位

現行ＨＷＬ

◇気象特性（１時間雨量）

平成16年7月18日の雨量図
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美山観測所（気象台）

過去35ヶ年平均 31mm

今回 87mm

過去35ヶ年最大 57mm

[１時間雨量]

【 年最大1時間雨量の比較 】

＊図中の（）内は雨量確率
＊雨量確率は、標本期間は明治３０年から昭和５１年までの２日雨量確率より求めた（工実参考資料による）。

天神橋地点上流域２日雨量
（昭和２８年から平成１５年までの主要１２６降雨及び福井豪雨）
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268.4mm(1/25)

S.34.8洪水
350.1mm

S.36.9洪水
225.7mm(1/10)

S.39.7洪水
299.2mm

H16.7福井豪雨
268.8mm(1/25)

S40.9奥越豪雨
102.8mm

◇気象特性（２日雨量）

＊図中の（）内は雨量確率
＊雨量確率は、標本期間は昭和28年から平成10年までの6時間雨量確率より求めた。

天神橋地点上流域６時間雨量
(昭和28年から平成15年までの主要１１８降雨及び福井豪雨）

0

50

100

150

200

250

6
時

間
雨

量
(m

m
)

S.28.9洪水

104.4mm(1/12)

S.34.8洪水

S.36.9洪水

106.0mm(1/12)

S.39.7洪水

H16.7福井豪雨
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◇気象特性（６時間雨量）
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◇洪水特性（水位の時間変化 九十九橋地点）
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通報水位 5.50

警戒水位 6.80

計画高水位 9.79

洪水位（危険水位） 8.60

12:50頃 ピーク水位 10.36

行政への評価・要望

「川の決壊情報」「避難勧告」の伝達が不十分との評価

【行政の対応についての評価】 〔 複数回答 〕

55%

44%

63%

11%

10%

18%

15%

31%

8%

42%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

避難勧告が遅かった

避難勧告が伝達されなかった

川の決壊情報が伝達されなかった

その他

おおむね十分だったと思う
左岸

右岸

◇危機管理（住民調査結果）

◇対応② 橋梁架替

【 平成１９年１０月 供用開始 】

【 縦断面図 】

幸橋の概要
橋 長 140.0m
幅 員 36.8m

（車道18.0m、歩道12.0m、軌道6.8m）
上部工構造形式

４径間連続鋼床版鈑桁橋

幸橋の概要
橋 長 140.0m
幅 員 36.8m

（車道18.0m、歩道12.0m、軌道6.8m）
上部工構造形式

４径間連続鋼床版鈑桁橋

◇対応② 橋梁架替

【 平成２０年１月 工事中 】

泉橋の概要
橋 長 143.5m
幅 員 9.5m

（車道7.0m、歩道2.5m）
上部工構造形式

３径間連続プレビーム桁橋

泉橋の概要
橋 長 143.5m
幅 員 9.5m

（車道7.0m、歩道2.5m）
上部工構造形式

３径間連続プレビーム桁橋

【 縦断面図 】

◇対応② 橋梁架替

【 平成２０年１月 工事中 】

木田橋の概要
橋 長 165.0m
幅 員 10.5m

（車道7.5m、歩道3.0m）
上部工構造形式

３径間連続プレビーム桁橋

木田橋の概要
橋 長 165.0m
幅 員 10.5m

（車道7.5m、歩道3.0m）
上部工構造形式

３径間連続プレビーム桁橋

【 縦断面図 】

◇自然環境の保全
（高水敷等での自然環境の保全方策）
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◇自然環境の保全
（水際・水域環境の保全方策）

連接ブロック（自然石風）
の実施例

自然石粗朶柵工
の実施例

足羽川の低水護岸工法の一例

施工時

施工後の土砂堆積による
多自然化（将来想定時）

◇計画検討の経緯

トンネル状案

現況堤防の川裏側を拡幅し、
桜木を千鳥配置で植樹する案

１列植栽案

現況堤防の川裏側を拡幅し、
桜木を1列に植樹する案

足羽川環境整備検討会

◇提言内容

・既往自然環境の保全
・塩水遡上の可能性

・既往自然環境の保全
・塩水遡上の可能性

・親水空間と市街地と
の一体的な整備

・景観
・舟運の復活などの地

域振興

・親水空間と市街地と
の一体的な整備

・景観
・舟運の復活などの地

域振興

① 自然環境の保全方策
② 塩水遡上評価と必要

に応じた対策

③ 水辺空間整備のため
の利活用方策

・堤防の質的強化と桜
堤の保全

・桜の寿命

・堤防の質的強化と桜
堤の保全

・桜の寿命

・桜堤の保全方策の検討
・桜の植替、長期的移植

方法の検討

◇対応② 塩水遡上効評価と必要に応じた対策

【 モニタリング調査 】

◇危機管理（行政機関等の活動状況） ◇危機管理（福井豪雨に関する住民調査）

凡 例

浸水区域

床下浸水

床上浸水

凡 例

浸水区域

床下浸水

床上浸水
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◇対応① 河床掘削

新明里橋水越橋大瀬橋 花月橋

九十九橋

桜橋 幸橋 泉橋

ＪＲ橋

木田橋
板垣橋

計画堤防高

0.0

20.0

10.0

1.0K0.0K 2.0K 3.0K 4.0K 5.0K 6.0K

【 縦断面図 】

計算水位 計画高水位

（ＨＷＬ)

現況河床高 計画河床高

-2.310
1/1100

1.730 5.260
1/570（計画河床勾配）

◇対応① 河床掘削

福井新聞

（Ｈ１８．７．１９）

洪水に関する
新聞記事

洪水に関する
新聞記事

◇足羽川桜づつみ協議会

（委員名：検討会開催当時）

◇水面の確保イメージ（花月橋～九十九橋）

◇対応③ 水辺空間整備のための利活用方策

福井新聞

（Ｈ１９．１２．７）

河川公園に関する
新聞記事

河川公園に関する
新聞記事


